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↓
『
台
日
コ
ド
モ
新
聞
』
大
正
15
年
冬
の
巻 

合
本
表
紙

日本統治下の台湾における
児童文化・文学に関する先行研究は

皆無に等しい状態である。

　　　　　　　その歴史資料を発掘、
　　　　　　　　　　　児童文化運動の全体像をつかむ。

日本植民地時代における児童文化の
　　状況を日本本土と台湾外地との

　　　　　相互関係の中から明らかにする

｢台湾児童文学研究への第一歩｣
　　　　　　　　　　　　河原 功｢内地より輸入された

　大衆性に富む雑誌が流通するなか、
　　　台湾で発行された貴重な雑誌｣
　　　　　　　　　　　　　　　游珮芸

―戦前期台湾児童文化雑誌新聞 ＜2＞

『
』（『台湾日日新報』附録）

―戦前期台湾児童文化雑誌新聞 ＜2＞

『 』（『台湾日日新報』附録）
↓『台日コドモ新聞』大正 14 年春の巻 合本表紙

↓『台日コドモ新聞』大正 15 年秋の巻 合本表紙

↓『台日コドモ新聞』大正 14 年夏の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 14 年秋の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 15 年春の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 15 年夏の巻 合本表紙

↓『台日コドモ新聞』大正 16 年春の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 16 年夏の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 16 年秋の巻 合本表紙 ↓『台日コドモ新聞』大正 15 年夏の巻 合本裏表紙
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。
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推
薦
文

日
本
統
治
期
の

台
湾
児
童
文
化
・
文
学
研
究
に
も
貴
重
な
成
果
、

資
料
環
境
整
備
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る

齋
木 

喜
美
子

こ
の
度
、市
立
函
館
中
央
図
書
館
所
蔵
の『
台
日
コ
ド
モ
新
聞
』（
台
湾
日
日
新
報
社
刊
）

が
復
刻
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
な
ぜ
函
館
の
図
書
館
に
日
本
統
治
期
の
台
湾
で
発
行
さ

れ
た
児
童
雑
誌
や
新
聞
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
、
も
う
だ
い
ぶ
前
の
記
憶
だ
が
は
じ
め
て

聞
い
た
時
に
は
不
思
議
に
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
市
立
函
館
中
央
図
書
館
で
は

1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
の
函
館
大
火
で
被
災
し
た
児
童
の
た
め
に
、「
罹
災
児
童
同
情

図
書
雑
誌
」
の
援
助
を
全
国
に
募
っ
て
い
た
。
そ
の
際
各
地
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
12
万
冊
あ

ま
り
の
書
籍
の
中
に
、
台
湾
総
督
府
図
書
館
か
ら
2
6
、
0
0
0
冊
、
満
鉄
図
書
館
内

業
務
研
究
会
か
ら
1
6
、
1
3
4
冊
の
図
書
雑
誌
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
偶

然
が
貴
重
な
資
料
保
存
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
に
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
が
、
何
よ
り
そ

の
資
料
を
歴
史
研
究
の
環
境
整
備
に
役
立
て
る
べ
く
尽
力
し
て
き
た
関
係
者
に
敬
意
を
表

し
た
い
。

近
年
で
は
日
本
統
治
期
の
台
湾
児
童
文
化
・
文
学
研
究
に
も
貴
重
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ

て
き
て
い
る
と
は
い
え
、い
ま
だ
に
原
資
料
に
あ
た
る
に
は
苦
労
が
絶
え
な
い
。た
と
え
ば『
台

湾
日
日
新
報
』
本
紙
は
台
湾
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
日
本
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
す
べ
て
正
確
に
拾
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
現
地
の
言
葉
に
精
通
し
て
い
る
研
究
者
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
丹
念
に
見

て
い
く
と
、
こ
ち
ら
が
入
手
し
た
情
報
の
何
倍
も
の
資
料
が
発
掘
さ
れ
た
り
し
て
、
嬉
し
い

よ
う
な
悔
し
い
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
せ
っ
か
く
細
目
を
日

本
の
文
献
で
見
つ
け
て
も
本
文
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

言
葉
の
壁
、
距
離
や
時
間
の
問
題
で
調
査
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ
と
な
ど
日
常
茶
飯

事
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
資
料
環
境
整
備
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。
本
誌
は
何

号
か
欠
号
は
あ
る
も
の
の
、
発
行
か
ら
約
2
年
間
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
文
化
状
況
、
児
童

投
稿
作
品
な
ど
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
期

の
他
の
メ
デ
ィ
ア
や
植
民
地
政
策
資
料
、
あ
る
い
は
教
育
資
料
と
併
用
し
て
調
査
す
る
こ

と
で
、
当
時
の
児
童
文
化
・
文
学
の
み
な
ら
ず
教
育
研
究
に
も
貴
重
な
情
報
源
と
な
ろ
う
。

資
料
を
活
用
し
た
今
後
の
成
果
に
も
期
待
を
寄
せ
た
い
。

（
さ
い
き 

き
み
こ
／
関
西
学
院
大
学
教
授
）

ロ
ン
セ
ツ
―
内
地
の
子
供
と
台
湾
の
子
供

台
日
漫
画　

國
島 

水
馬

ロ
ー
マ
字
の
稽
古 

台
北
ロ
ー
マ
字
会

ラ
ヂ
オ
の
お
話
―
東
京
は
三
月
か
ら
、
台
湾
に
も
欲
し
い　

野
口 

松
夫
（
交
通
局
無
線
掛
）

子
供
新
聞
発
行
紀
念
の
コ
ド
モ
デ
ー

　

―
六
千
人
の
児
童
が
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て
来
り
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て
帰
る

〈
ツ
ヅ
リ
か
た
ト
ど
う
よ
う
〉 

私
の
感
心
し
た
事　

陳 

添
富
（
台
北
市
大
瀧
峒
公
学
校
6
年
）

小
猫　

周 

其
源
（
基
隆
公
学
校
高
2
年
）

お
に
ご
つ
こ　

中
村 

節
子
（
台
北
南
門
小
学
校
3
年
）

京
城
の
友
へ　

江
崎 

光
夫
（
台
南
南
門
小
学
校
5
年
）

露　

古
賀 

良
生
（
台
北
建
成
小
学
校
5
年
）

ふ
く
ろ　

古
賀 

政
雄
（
台
北
建
成
小
学
校
3
年
）

私
の
家　

松
村 

久
（
台
北
旭
尋
常
小
学
校
3
年
）

蕃
童
の
学
芸
会
―
あ
れ
が
蕃
人
か
と
驚
く
程
立
派
な
出
来
ば
え
で
し
た

盲
唖
学
校
を
見
る　

川
崎 

ユ
キ
子
（
台
南
市
花
園
尋
常
小
学
校
5
女
）

太
郎
兵
衛
銀
行
／
巖
谷
小
波
先
生
の
お
噺　

其
十

秩
父
宮
様
が
今
度
台
湾
へ
お
い
で
に
な
り
ま
す

〈
私
の
学
校
〉
八
百
余
の
児
童
が
一
心
に
高
雄
に
な
る
や
う
に
勉
強
し
て
い
ま
す

　

間
島 

康
介
（
高
雄
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
長
）

黄
金
の
花
野　

3
―
小
石
が
黄
金
の
花　

久
留
島 

武
彦

本
を
読
め
―
台
北
図
書
館
の
児
童
室
は
大
繁
昌
、
新
ら
し
い
本
が
沢
山
あ
り
ま
す

全
島
中
等
学
校
庭
球
試
合

コ
ド
モ
新
聞　

タ
ケ
シ
チ
バ
ナ
ン 

イ
ボ
（
台
中
州
新
高
郡
イ
バ
ホ
教
育
所
4
年
女
）

十
二
月
十
八
、
九
両
日
全
島
国
語
演
習
会
が
高
雄
市
で
開
か
れ
る

台
湾
神
社
大
祭
に
御
参
拝
の
た
め
北
白
川
宮
富
子
殿
下
が
御
来
台
遊
ば
さ
れ
ま
す

故
能
久
親
王
殿
下
を
お
ま
つ
り
す
る
神
社
は
全
島
に
十
三
社
あ
り
ま
す

チ
ブ
ス
は
野
蛮
病
で
す
、
気
を
つ
け
ま
せ
う
自
分
の
体
を

神
宮
競
技
に
参
加
し
た
台
湾
代
表
選
手
か
へ
る
、
い
づ
れ
も
元
気
で
ニ
コ
ニ
コ

年
々
進
歩
す
る
皆
さ
ん
の
国
語
―
全
島
国
語
演
習
会
の
成
績

ロ
ン
セ
ツ
―
台
湾
出
身
の
若
い
博
士

お
土
産
に
日
の
丸
の
国
旗
を
か
つ
て
蕃
人
青
年
代
表
パ
キ
ワ
ヤ
君
か
へ
る

天
の
橋
立
で
有
名
な
丹
後
国
を
中
心
に
大
地
震
起
る
、
岩
瀧
町
は
全
く
焦
土
と
化
す

震
災
に
あ
つ
た
可
愛
さ
う
な
人
々
に
や
つ
て
下
さ
い
と
、

　

台
北
建
成
小
学
校
加
藤
政
子
さ
ん
の
義
捐

七
千
人
中
か
ら
見
事
に
一
高
へ
、
本
島
少
年
の
た
め
に
立
派
な
お
手
本

美
し
い
こ
の
島
を
あ
ら
は
す
台
湾
八
景
、
台
湾
を
愛
す
る
人
々
は
振
つ
て
投
票
な
さ
い

　

―
本
社
で
今
募
集
中

〈
ミ
ナ
サ
ン
の
ペ
ー
ジ
〉 

今
朝　

呂 

漳
源
（
日
新
公
学
校
5
年
生
）

グ
ン
カ
ン
ケ
ン
ガ
ク　

飯
澤 

輝
秀
（
南
門
小
学
校
2
年
）

タ
カ
チ
ヤ
ン　

足
立 

初
子
（
建
成
小
学
校
2
年
生
）

綴
り
方　

行
久
保 

正
一
（
東
勢
小
学
校
4
年
生
）

メ
ク
ラ　

郭 

方
枢
（
新
社
公
2
年
）

お
父
さ
ん　

張 

芳
雄
（
楊
梅
公
学
校
）

兵
隊
さ
ん　

黄 

春
生
（
新
竹
州
楊
梅
公
学
6
学
年
）

新
竹
神
社　

黄 

栄
塗
（
新
竹
第
一
公
埔
頂
分
校
教
場
第
4
学
年
）

我
が
身
の
幸
福　

鄭 

安
邦
（
馬
公
第
一
公
学
校
）

私
ノ
弟　

呉 

氏
綢
（
台
中
女
子
公
2
年
）

お
祖
父
さ
ん
の
思
出　

劉
氏 

碧
玉
（
台
中
女
子
公
学
校
第
6
学
年
）

殿
下
を
お
迎
し
て　

江
夏 

秀
子
（
台
北
師
範
学
校
附
属
小
学
校
）

オ
ホ
ム
を
思
ひ
出
し
て　

高
野 

貴
子
（
台
南
花
園
小
学
校
5
年
生
）

弟
が
欲
し
い　

尤 

秋
（
屏
東
九
塊
公
学
校
）

カ
ガ
ミ　

欧 

万
禄
（
中
壢
公
学
校
）

夕
日　

松
本 

て
い
（
苗
栗
小
学
校
6
年
生
）

ア
ル
ア
サ　

汪 

啓
源
（
台
北
建
成
小
学
校
2
年
）

鯉　

篠
原 

綾
吉
（
市
内
南
門
小
学
3
年
）

蛍
の
小
父
さ
ん　

齋
藤 

亨
（
新
竹
小
学
校
6
年
）

バ
セ
ウ　

吉
川 

正
己
（
建
成
小
学
2
年
）

倶
楽
部
の
ふ
る
か
べ　

川
瀬 

龍
夫
（
苗
栗
小
学
校
4
年
）

『台湾日日新報』……

1898（明治 31）年、日本統治期台湾において創刊され、台湾総督府の

支援を受け、植民地台湾で最大の新聞としての地位を確立した。『台湾

新聞』や『台南新報』とともに三大新聞と呼ばれた。

復刻版としてマイクロフィルム刊行されているが、附録として発行さ

れた本書（『台日コドモ新聞』）は非収録であり、今回の復刻により、

初めてその紙面が明らかになる。

総
目
次
（
抄
）

〔※図版右上番号は収録巻を示す〕

①

②

①③④①③


